
学校通信 共育ビジョン 「自分のため、人のために考動する笑顔いっぱいさしきっ子」
．．

最近、新聞のテレビ欄を見て気づくのが料理番組の多さです。必ず講師が登場しま

すが、その草分け的存在なのが田浦出身の料理研究家 江上トミ氏(故人)です。

「ご家庭の幸せは愛情を込めた料理から」をモットーに、家庭料理の普及に尽力され

た方です。道徳の教材にも登場する郷土の偉人の一人でもあります。

さて、料理を作る際には、まず献立を考えます。ただ、作ればい

いというものではありません。美味しければいいというものでもあ

りません。食べる人の栄養のバランスを考えた「人に良い」メニュ

ーにしなければなりません。例えば、ピーマンが嫌いな人に栄養価

を保ちつつ食してもらうには、分量や調味料、料理法等を工夫する

必要があります。また、口にしても安全安心なのか衛生管理面にも

配慮しなければなりません。こうしたことを日々考え、愛情を込めた料理を提供し、

私たちの学校生活を支えてくださっているのが給食センターの皆さんです。

一方、私たちも食事中の会話の内容や声量は適切であるかというマナー面の指導や

場の雰囲気、環境づくりに努めています。整理整頓された清潔感あふれる教室に花が

置いてあるだけで気持ちが安らぎます。絵画や写真等も温もりを醸し出してくれます。

これらのものを揃えてはじめて、体にいい質の高い料理を、友人とともに美味しく楽

しく食べることができるのです。下の写真は給食の時間の様子を撮ったものです。

一年生では、帽子やエプロンを着け

たまま「美味しい給食いただきます」

と感謝の言葉を述べてから食べていま

す。色とりどりのランチョンマットも

雰囲気づくりの一翼を担っています。

一緒に食べる喜びから完食する子ども

たちも増えてきているようです。

９月に入り、食育推進の新しい取組

として、学校ホームページで「今日の

給食」を紹介しています。献立ととも

に食後のコメントなども掲載していますので、ご家庭での愛情を込めた料理づくりに

役立てていただければ幸いです。

９日から本格的な工事が始まりました。それに

伴い、大型トラック等が通学路を中心に往来する

回数が増えることが予想されます。学校では、外出する際には交通ルール(止まれ、

待て、飛び出さない、ヘルメット着用等)をしっかり守って歩行することや自転車の

運転をすることを重ねて指導しています。ご家庭や地域でも愛の一声をお願いします。

また、学校近隣に居住されている皆様には、工事によって生じる音やほこり等でご
迷惑をおかけすることと思います。何卒ご理解の程、よろしくお願いいたします。
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とても仲が良く、休み時間はにぎやかに話を

しています。愉快な人が多く、お互いを笑わせ

合っている笑顔の絶えない２６人のクラスです。

今、挑戦していることは「積極的に学ぶこと」

です。これはクラスみんなで話し合って決めま

した。卒業まで残り６ヵ月。「させられるのでは

なく、自分から学ぶことで勉強が楽しい」と思

えるような授業づくりに私も挑戦していきます。

２６人全員が胸を張って卒業できるよう精一杯

頑張ります。 ６年１組担任 岩本 純輝

このたび御地を襲った豪雨により、貴校にも被害が及

ばれたとのこと、心よりお見舞い申し上げます。

ご落胆とご心痛は察するに余りありますが、いまは元

通りの学校生活を取り戻すことが大事かと存じます。

遠方ゆえ、駆けつけることがかないませんが、一日でも

早い復興をお祈りいたしております。

学校としての交流は多くはないようですが、同じ「佐

敷小学校」が災害にあわれたことに対し、学校職員とし

て、些少ながら手助けの気持ちを同封いたしましたので、

貴校のご用にお使いいただければ幸いです。

熊本県芦北町立

佐敷小学校へ

沖縄県南城市立

佐敷小学校から

８月２８日に現金書留封筒が本校に届きました。開封すると、手紙(上記)と義援金が入っ

ていました。差出人は、沖縄県南城市立佐敷小学校の前城光告校長先生でした。労いや励ま

しの言葉に胸が熱くなりました。同時に、復興に向けて一歩ずつ確実に前進していこうとい

う気持ちを新たにすることができました。 同じ校名の学校に勤務する職員としてのプライド

をもって、南城市立佐敷小学校の先生方のご厚意に感謝しながら教育活動にあたってまいり

ます。頂戴しました義援金も有効に活用させていただきます。ありがとうございました。

２年１組は、何事にも一生懸命頑張るクラスです。

友達が困っているとき、周りにいる子が「どうした

の？大丈夫？」とやさしく声をかける様子がよく見

られます。時には、嫌な思いをさせてしまうことが

ありますが、素直に「ごめんね」「ありがとう」と

言うことができます。そして、お互いににこっとし

てまた仲良くなります。今、田浦中学校３年生の隣

の教室で学習しています。休み時間はお兄さんお姉

さんたちのことを考えて落ち着いて過ごすように心

がけています。これからも３６人全員で力を合わせ

て頑張ります。 ２年１組担任 山崎 葵


